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「力の意志」が国際政治を変える  

 

国際経済は「資本の意志」が動かし、国際政治は「力の意志」が変える。 

資本は経済が量的、質的に拡大する市場へ向かい、経済成長が加速される。 

資本に国境がなく流動的であるのに反し、「力の意志」は地政学がベースで固定する。 

地政学とは、地球上の国家の立ち位置、自然環境、資源、民族文化、アイデンティティなど固定

した存在から生まれる戦争や平和のことである。 

インドとパキスタンは地政学上の国境問題で何時までも争い、イスラエルとイランは地理的に離れ

ているがアイデンティティで不倶戴天の敵同士である。 

隣接国家同士が常に敵対関係にあるのは歴史が証明するところである。 

領土の支配、被支配が常に国家間紛争の原因になっている。 

今日のウクライナとロシアはすでにロシアが併合したクリミア、さらに東部ドメスク、ルハンスクの領

有をめぐって戦争が繰り広げられている。 

人間は大なり小なり「縄張り争い」の宿命を背負っているようなものである。 

資本は流動するが地形、気候と地域で生まれ育ってきた民族は変わらない。 

変わらない領域の上で、「ここは俺の土地だ」と言って線を引く。 

すると今度は別の人間に追い出されて土地を奪われる。 

この繰り返しのため人類の歴史は戦争の歴史だと言われる。 

 

「資本の意志」は見えざる意志であるが「力の意志」は目に見える意志である。 

一国の地形と隣国の地形は変わらないが、国境線は侵略や併合で変わる。 

 

ウクライナ戦争でプーチンは東部 2 州をロシアに併合しようとするが、プーチンを軍事行動に誘導

したアメリカ（ユダヤ資本に隷属する CIA）はプーチンを自滅に追い込んでロシアの資源をコントロー

ルしようとする。 

「力の意志」に従ってプーチンは目に見える 2州、ユダヤ資本は目に見えるロシアの資源を求めて

戦争を続ける。 
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次世代のエネルギーは原子力である。 

すでに安全な原子力発電技術は開発されているが、原油基軸で成り立っている世界のエネルギ

ー体形をソフトランディングで解消するまでは現状維持の為、発表されない。 

今日まで原油争奪戦で中東戦争、そしてウクライナ戦争が起きているが、やがて原油時代の終

わりが見えてくると、世界最大の埋蔵量を持つ北朝鮮のウラン鉱をめぐって停戦ラインが破られ朝鮮

戦争が再開される。 

 

中東に原油があるから中東戦争が起き、朝鮮半島にウラニュームがあるから朝鮮戦争が起きる

のである。 

 

世界の政治指導者は地政学によって動かされているとも知らず民主主義の為だなどと正当化し

ながら戦争を繰り返す。 

正に「愚かなる者、汝の名は政治家なり」である。 

 

「資本の意志」も「力の意志」も私の造語である。 

私は世界の政治経済を動かす見えざる意志と見える意志を世界で一番よく理解しているつもりで

ある。 

 

日本人としての誇りを持ち、富裕層になって神の国日本の為に尽くしたい方は、毎日株式と世界

情勢を解説する「インターネット目からウロコの増田塾」で学んでみて下さい。 
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先行受付中！増田俊男の小冊子 Vol.131 
＜それでも日本はこれから良くなる＞ 
現在増田俊男の小冊子 Vol.131は先行受付中です。内容は ＊はじめに 日本人に生まれたら、先ず
日本を知ること＊日本国憲法は誰のモノか＊日銀は誰のモノか＊日本の財務省は誰のモノか＊世界の
基軸通貨ドルは大丈夫なのか＊東西分断は誰の為か＊日本にとって米中冷戦とは何か＊終わりに そ
れでも日本は不戦勝、世界で最も幸せな日本人などです。価格は、１冊 4,800 円（税・送料別）。 
詳しいご案内、お申込みについてはマスダ U.S. リサーチジャパン株式会社（FAX：03-3956-1313、HP：
http://chokugen.com/ ）まで。 


